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8/10　三次ロイヤルホテル会議室第 5回理事会

　
理
事
十
一
名（
一
名
欠
席
）、
監

事
三
名（
一
名
欠
席
）の
出
席
の
も

と
、
一
つ
の
協
議
事
項
を
審
議
し

可
決
承
認
し
た
。
主
な
協
議
内
容

並
び
に
結
果
は
次
の
と
お
り
。

協
議
一

3
M
事
業
24
へ
の
着
手

並
び
に
要
領
の
一
部
変
更

▼
去
る
七
月
三
十
一
日
開
催
の
第
四

回
理
事
会
で
、
要
領
に
定
め
る
組
合

員
個
々
の
事
業
参
加
頭
数
を
超
え
る

特
別
枠
の
取
り
扱
い
に
該
当
す
る
事

例
の
発
生
を
想
定
し
、
如
何
に
整
理

し
進
め
る
か
を
協
議
し
た
結
果
、
ま

ず
は
、
八
月
七
日（
火
）午
前
中
を
締

切
日
に
定
め
て
、
組
合
員
か
ら
の
事

業
利
用
希
望
頭
数
調
査
を
事
前
に
実

施
し
、
八
月
十
日
開
催
の
第
五
回
理

事
会
で
改
め
て
審
議
を
深
め
る
こ
と

と
し
て
い
た
。

▼
調
査
の
結
果
、
組
合
員
三
十
戸
、

百
八
十
五
頭
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、

事
業
当
初
計
画
で
は
二
百
頭
を
計
画

し
て
お
り
、
生
乳
生
産
基
盤
の
脆
弱

化
も
熟
慮
す
る
中
で
、
再
度
八
月
末

日
を
期
限
と
す
る
追
加
募
集
の
実
施

を
決
定
し
た
。

▼
こ
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
あ

た
っ
て
は
通
常
総
会
等
で
指
摘
の

あ
っ
た
取
得
す
る
乳
用
初
妊
牛
に
牛

白
血
病
や
ヨ
ー
ネ
病
が
発
生
す
る
か

も
知
れ
な
い
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え

と
し
て
、
予
め
申
込
み
組
合
員
が
リ

ス
ク
発
生
分
を
自
己
責
任
で
対
処
し

備
え
る
こ
と
を
基
本
に
据
え
て
、
組

合
に
対
し
て
は
、
代
替
牛
措
置
又
は

一
切
の
損
害
賠
償
責
任
を
追
求
し
な

い
と
す
る
同
意
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
で
決
定
し
た
。

▼
該
当
組
合
員
に
よ
る
事
業
申
請
頭

数
が
、
実
施
要
領
に
定
め
る
限
度
頭

数
を
超
え
る
場
合
は
、
当
組
合
が
該

当
組
合
員
と
の
間
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

を
行
い
、
こ
の
場
合
、
該
当
組
合
員

に
は
、
次
の
要
件
に
当
て
は
め
た
対

応
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

「
要
件
」

①�

現
行
事
業
利
用
希
望
頭
数
に
見
合

う
頭
数
に
か
か
る
経
営
対
策
負
担

金
の
一
括
繰
上
償
還
を
実
施
し
て

上
限
頭
数
の
緩
和
を
図
る
こ
と

②�
組
合
の
事
業
承
認
該
当
乳
用
牛
に

よ
る
初
産
分
娩
子
牛
の
販
売
対
価

を
経
営
対
策
負
担
金
の
繰
上
償
還

の
一
部
の
財
源
に
充
当
し
、
上
限

頭
数
の
緩
和
を
図
る
こ
と

③�

直
近
の
税
務
申
告
書（
写
し
）の
提

出
に
応
じ
る
こ
と

④�

飼
養
家
畜
の
動
態
表（
現
状
か
ら

一
年
間
）の
提
出
に
応
じ
る
こ
と

⑤�

経
営
計
画
書（
四
年
間
）の
提
出
に

応
じ
る
こ
と
に
関
し
て
、
予
め
組

合
と
の
相
談
・
指
導
・
協
議
に
応

ず
る
こ
と
を
必
要
と
す
る

▼
最
終
的
に
、
該
当
組
合
員
に
よ
る

申
請
で
限
度
頭
数
を
超
過
す
る
場
合

の
判
断
は
、
理
事
会
で
決
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

■
報
告
事
項

①�「
JA
グ
ル
ー
プ
広
島
東
日
本
大

震
災
た
す
け
あ
い
運
動
」支
援

隊
の
派
遣

②
組
合
の
損
益
状
況

③�

平
成
二
十
四
年
度
生
乳
計
画
生

産
の
進
捗
状
況

④�

平
成
二
十
四
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
進
捗
状
況

⑤�

集
乳
業
務
に
関
す
る
廃
棄
生
乳

事
故
発
生
と
再
発
防
止
策

⑥
役
員
の
損
害
保
険
給
付

3
M
事
業
24

■
事
業
利
用
調
査
を
報
告

■
事
業
利
用
要
件
に
か
か
る

要
領
の
一
部
変
更
を
決
定
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8/22　広酪本所会議室第 1回生産基盤強化対策委員会

　

将
来
に
向
け
た
考
え
も
含
め
四

つ
の
案
を
も
っ
て
検
討
し
、
案
二

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
を
妥
当
と
し

た
。
こ
の
変
更
時
期
は
、
既
に
決

定
し
執
行
に
あ
た
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

使
途
に
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
と

し
、
そ
の
間
は
組
合
員
へ
の
周
知

徹
底
と
改
善
指
導
を
強
化
し
て
は

ど
う
か
と
ま
と
め
た
。

　

こ
の
協
議
で
は
、
大
山
乳
業
農

協
に
ほ
ぼ
準
じ
た
高
い
レ
ベ
ル
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
に
よ
る
将
来
的

な
実
行
の
有
無
も
並
行
し
て
審
議

し
た
が
、
現
状
「
検
討
白
紙
」の

扱
い
と
し
、
改
め
て
必
要
な
時
期

に
お
い
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
意

見
を
ま
と
め
た
。

　
広
酪
は
、
生
産
基
盤
強
化
と
良
質
生

乳
の
供
給
体
制
を
推
進
す
る
目
的
で
、

第
一
回
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　
協
議
事
項
は
、
組
合
長
か
ら
諮
問
の

あ
っ
た
①
生
乳
中
の
体
細
胞
数
ペ
ナ
ル

テ
ィ
制
度
の
在
り
方
、
②
生
乳
生
産
基

盤
の
強
化
策
の
二
つ
の
案
件
で
、
こ
の

意
見
集
約
は
九
月
六
日
開
催
の
第
六
回

理
事
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

生
産
基
盤
強
化
に
向
け
て
改
善
策
を
協
議

体
細
胞
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
在
り
方
を
検
討

生
乳
中
の
体
細
胞
数
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度
の
在
り
方

生
乳
生
産
基
盤
の
強
化
策

　

生
産
基
盤
実
態
調
査（
八
月
一

日
現
在
）
を
受
け
て
、
組
合
の
3

Ｍ
事
業
に
よ
る
導
入
対
策
を
講
じ

る
も
の
の
、
廃
用
淘
汰
牛
の
更
新

頭
数
に
満
た
な
い
状
況
か
ら
、
生

産
基
盤
は
脆
弱
化
の
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
改
善
を
図

る
た
め
、
乳
用
牛
の
緊
急
導
入
対

策
と
中
期
対
策
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
緊
急
乳
用
牛
導
入
対
策
」の

実
行
可
否
に
焦
点
を
絞
っ
て
検
討

し
た
。

ランク区分 A B C D E F G
体細胞数

（万個／ ml） 20 万未満 20 万～ 30 万
未満

30 万～ 40 万
未満

40 万～ 50 万
未満

50 万～ 70 万
未満

70 万～ 100 万
未満 100 万以上

単　　価 奨励金 0 － 2 円 － 4 円 － 8 円 － 12 円 － 20 円

（案二：体細胞数ペナルティ体系）

【参考　大山乳業の体細胞数ペナルティ体系】

※ 月 3 回の配分検査に基づき、対象旬乳量にペナルティ単価を乗じて控除する。
※ E ランク (50 万 /ml) 以上は、デラバルセルカウンターによる再検査を実施し、改善されるまで受乳を拒否する。
※ 指導を行っても改善されない場合は受乳を拒否する場合もある。

体細胞数 
（万個／ml） 10 万未満 10 万～ 20 万

 未満
20 万～ 30 万

 未満
30 万～ 40 万

 未満
40 万～ 50 万 

未満
50 万～ 70 万

 未満
70 万～ 100 万 

未満 100 万以上

格差金
 （円／ kg） 0.6 0.1 0 -3 -5 -15 -20 -25

（
関
連
十
二
頁
）
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▼
今
年
は
三
年
に
一
度
の
J
A
大
会
の
開

催
年
度
に
あ
た
る
。
現
在
、
全
国
、
県

段
階
で
の
議
案
策
定
に
向
け
た
組
織
間

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
「
JA
」と
聞
い
て
一
般
の
皆
さ
ん
が
想

像
す
る
の
が
「
総
合
農
協
」。「
JA
」は

Japan A
gricultural C

o-operatives

（
日
本
の
農
業
協
同
組
合
） 

の
略
で
、

新
し
い
農
業
協
同
組
合（
農
協
）
の
イ

メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
愛
称
と
し
て

一
九
九
二
年
四
月
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

る
。

▼
当
然
、
広
酪
も
農
業
協
同
組
合
法
を
根

拠
法
と
し
た
組
織
で
あ
る
が
、「
JA
」と

聞
く
と
一
般
の
方
か
ら
は
、「
総
合
農

協
」を
連
想
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

う
し
た
場
合
、
広
酪
は
信
用
・
共
済
・

購
買
・
販
売
な
ど
の
事
業
を
総
合
的

に
行
っ
て
い
る
「
総
合
農
協
」と
違
い
、

酪
農
に
限
っ
た
営
農
指
導
、共
同
販
売
、

資
材
の
共
同
購
入
な
ど
を
行
う
「
専
門

農
協
」と
い
っ
た
説
明
が
必
要
と
な
る
。

▼
昨
今
の
総
合
農
協
の
組
合
員
構
成
を
見

る
と
、
非
農
家
等
の
准
組
合
員
の
加
入

に
よ
っ
て
、
農
業
者
主
体
の
組
織
運
営

か
ら
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も

映
る
。
一
方
、
酪
農
業
は
と
り
わ
け
他

産
業
と
違
っ
て
、
専
業
に
よ
る
家
族
経

営
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
兼
業
農
家

と
違
っ
て
酪
農
業
で
生
活
の
糧
を
得
て

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
農
協
は
専

ら
酪
農
業
の
た
め
の
組
織
運
営
が
必
要

協
議
一

3
M
事
業
24
の
追
加
申
請

取
り
ま
と
め
と
事
業
着
手
計
画
等

￼
▼
二
次
募
集
の
参
加
申
請
受
付
を

行
な
っ
た
結
果
、
組
合
員
八
名
か
ら

乳
用
初
妊
牛
十
五
頭
の
利
用
参
加

申
込
み
が
あ
り
、
併
せ
て
組
合
員

三
十
八
戸
、
二
百
頭
の
利
用
参
加
申

込
と
な
っ
た
。
こ
の
該
当
組
合
員
か

ら
は
、
事
業
実
施
に
伴
う
「
同
意
書
」

が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
次
の

と
お
り
決
定
し
た
。

①
乳
用
初
妊
牛
の
買
い
付
け
に
伴
う

役
員
人
選
協
議

▼
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上

対
策
事
業
実
施
要
領
第
三
条
に
基
づ

き
組
合
役
職
員
に
よ
る
直
接
買
い
付

9/6　三次ロイヤルホテル会議室第６回理事会

■
3
M
事
業
24
の
乳
用
牛
買
付
け
を
決
定

　
　

○
雌
雄
判
別
精
液
利
用
の
追
加
助
成
を
決
定

　
　

○
緊
急
導
入
に
対
す
る
助
成
金
交
付
を
決
定

■
改
正
「
体
細
胞
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
」

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
運
用

　
理
事
十
二
名
、
監
事
三
名（
一
名
欠
席
）の
出
席
の
も
と
、
四
つ
の
協
議

事
項
を
審
議
し
可
決
承
認
し
た
。
主
な
協
議
内
容
並
び
に
結
果
は
次
の
と

お
り
。

け
を
行
う
こ
と
と
し
、
役
職
員
の
人
選
を
協

議
し
た
。

②
生
乳
生
産
基
盤
維
持
拡
大
対
策
助
成
事
業

へ
の
着
手
と
そ
の
助
成
金
の
取
り
扱
い

▼
中
国
生
乳
販
連
の
「
生
乳
生
産
基
盤
活
性

化
対
策
資
金
」を
財
源
と
し
て
①
緊
急
導
入

事
業
に
対
す
る
助
成
金
、
②
雌
雄
判
別
精
液

の
購
入
経
費
に
対
す
る
助
成
金
の
二
本
立
て

の
助
成
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

▼
前
②
の
助
成
金
に
交
付
は
、
広
酪
が
独
自

で
実
施
す
る
衛
生
的
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
財

源
に
行
う
既
存
の
雌
雄
判
別
精
液
一
本
あ
た

り
の
購
入
に
対
す
る
助
成
金（
五
千
円
／
本
）

に
三
千
円
／
本
を
上
乗
せ
し
交
付
す
る
。
但

し
、
一
本
あ
た
り
の
助
成
金
単
価
が
一
本
あ

た
り
の
購
入
経
費
を
上
回
る
場
合
は
、
購
入

【3M事業 24 の購買買い付け予定】
導入年月 予定頭数 購買地域

平成 24 年 9 月 73 頭 道北・十勝・
道東

10 月 68 頭 道北・十勝
11 月 41 頭 道北
12 月 11 頭 道北

平成 25 年 1 月 3 頭 委託購買・
前倒考慮

2 月 4 頭 委託購買・
前倒考慮

合　　計 200 頭
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と
な
り
、
生
乳
の
一
元
集
荷
多
元
販
売

や
検
査
業
務
な
ど
安
全
・
安
心
な
生
乳

供
給
へ
の
一
義
的
責
任
を
有
す
る
重
要

な
位
置
づ
け
に
も
あ
る
。

▼
JA
グ
ル
ー
プ
広
島
で
は
、
来
る
十
一

月
二
十
日（
火
）に
第
二
十
六
回
JA
広
島

県
大
会
を
開
催
す
る
。
こ
れ
に
は
、
広

島
県
の
農
業
、
そ
し
て
JA
の
目
指
す
十

年
後
の
姿
を
見
据
え
、「
次
代
へ
つ
な

ぐ
協
同
」の
実
践
に
向
け
た
三
年
間
の

取
組
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
議
案
を
も
っ

て
、
農
業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
組
織

内
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

▼
農
協
法
第
八
条
で
は
「
組
合
は
、
そ
の

行
う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
組
合
員
及
び

会
員
の
た
め
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
営
利
を
目
的
と
し
て

そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」と

定
め
て
い
る
。

▼
広
酪
で
は
、
こ
の
議
案
策
定
に
あ
た
っ

て
、「
夢
の
実
現
3
S
」や
離
農
酪
農
家

の
歯
止
め
策
を
講
じ
る
「
第
六
次
中
期

三
か
年
計
画
」に
掲
げ
る
取
組
事
項
を

盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

▼
農
協
は
、
多
種
多
様
な
事
業
展
開
の
中

で
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
と
そ
の
時
代
に
応

じ
た
魅
力
あ
る
事
業
の
創
造
も
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
小
さ
な
農
業
者
の
集
ま

り
に
よ
る
相
互
扶
助
、
助
け
合
い
の
精

神
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
組
織
「
農
協
」。

そ
の
存
在
価
値
を
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（二）
雌
雄
判
別
精
液
の
購
入
経
費
に
対
す
る
助

成
金
予
算
：
九
十
六
万
七
千
二
百
五
十
円

（
※
本
数
：
三
百
二
十
二
本
を
見
込
む
）

（
注
）（一）
の
（イ）
、
（ウ）
事
業
間
の
合
計
頭
数
は

百
五
十
頭
を
限
度
と
し
、
そ
の
事
業
間
の
頭

数
流
動
は
認
め
る
も
の
と
す
る
。

○
中
国
生
乳
販
連
の
決
定
し
た
「
生
乳
生
産

基
盤
維
持
拡
大
対
策
助
成
事
業
」と
は
?

▼
中
国
生
乳
販
連
は
、
生
乳
生
産
基
盤
の
活

性
化
対
策
の
充
実
を
目
的
に
、
表
（2）
に
示
す

共
販
メ
リ
ッ
ト
を
財
源
と
す
る
総
額
四
千
万

円
の
予
算
を
決
定
し
た
。
こ
の
事
業
の
名
称

は
「
平
成
二
十
四
年
度
生
乳
生
産
基
盤
維
持

拡
大
対
策
助
成
事
業
」。
事
業
の
取
り
組
み

は
、
目
的
に
沿
う
中
で
、
会
員
毎
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■�

中
国
生
乳
販
連
の
「
生
乳
生
産
基
盤
維
持

拡
大
対
策
助
成
事
業
」の
概
要

①
緊
急
導
入
助
成
事
業

　

初
妊
牛
一
頭
あ
た
り
、
ホ
ル
腹
四
万
円
・
雌

　

雄
判
別
腹
七
万
円
・
F
一
腹
二
万
円
助
成

②
後
継
牛
確
保
対
策
事
業

　

雌
雄
判
別
精
液
一
本
あ
た
り
三
千
円
助
成

③
育
成
牛
確
保
対
策
事
業

　

育
成
牛
の
保
留
一
頭
あ
た
り
五
千
円
助
成

￼￼￼￼￼￼￼

（三）
全
酪
連
か
ら
交
付
の
3
M
事
業
導
入

　
奨
励
金（
助
成
金
）の
取
り
扱
い

▼
全
酪
連
か
ら
交
付
さ
れ
る
導
入
奨
励
金

（
見
込
額
六
百
万
円
）の
活
用
は
、
全
酪
連
か

ら
導
入
す
る
3
M
事
業
24
に
限
る
も
の
と
す

る
。

▼
去
る
七
月
三
十
一
日
開
催
の
第
四
回
理
事

会
で
、
こ
の
導
入
奨
励
金
の
内
二
百
万
円
を

3
M
事
業
24
に
対
す
る
リ
ス
ク
保
全
策
へ
の

充
当
を
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
残
額
四
百
万

円
は
対
象
組
合
員
に
か
か
る
3
M
事
業
24
の

初
妊
牛
導
入
に
対
し
て
、
導
入
奨
励
金
と
し

て
交
付
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
生
乳
需
要
期

対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策
事
業
実
施
要
領
第

表（2）　会員毎の助成金額内訳

会　員 H23 販売実績 助成金額
鳥　取 58,961t 8,087,000 円
島　根 59,207t 8,121,000 円
岡　山 98,603t 13,524,000 円
広　島 56,415t 7,738,000 円
山　口 18,442t 2,530,000 円
合　計 291,628t 40,000,000 円

経
費
を
そ
の
助
成
金
単
価
と
す
る
。
こ
の
取

り
扱
い
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
遡
及
し

て
取
り
扱
う
。

▼
前
①
緊
急
導
入
に
か
か
る
助
成
金
の
交
付

方
法
は
、
以
下
表
（1）
に
示
す
緊
急
導
入
事
業

の
内
訳
と
助
成
金
の
事
業
区
分
㋐
に
関
し
て

は
、
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業
実
施
要
領
第
十
条
四
項
の
定
め
に
基
づ

き
処
理
し
、
続
く
㋑
、
㋒
は
、
該
当
組
合
員

に
か
か
る
受
託
販
売
生
乳
代
金
の
精
算
時
に

加
算（
乳
代
加
算
）し
支
払
う
。

（一）
　
緊
急
導
入
事
業
の
内
訳
と
助
成
金

事業区分 頭数 助成金単価 助成金総額

㋐ 3M 事業 24 200 頭

19,345 円

3,869,000 円

㋑広酪牛貸付事業 50 頭 967,250 円

㋒購買導入事業 100 頭 1,934,500 円

合　計 350 頭 6,770,750 円

表（1）
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協
議
三

3
M
事
業
24
に
か
か
る
理
事
と

組
合
間
の
利
益
相
反
取
引
の
承
認

▼
3
Ｍ
事
業
24
の
事
業
利
用
申
請
を
提
出
し

た
三
名
の
理
事
に
つ
い
て
、
理
事
会
運
営
規

則
第
七
条
一
項
の
別
表（
役
員
に
関
す
る
事

項
）に
掲
げ
る
「
理
事
と
組
合
間
の
利
益
相

反
取
引
」、
か
つ
、
貸
付
金
貸
出
規
程
第
十

条（
理
事
に
対
す
る
貸
付
）の
定
め
に
該
当
す

る
こ
と
か
ら
そ
の
扱
い
を
審
議
し
承
認
し

た
。協

議
四

体
細
胞
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
を
改
定

時
期
：
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
〜

▼
広
酪
の
体
細
胞
数
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
は
、

平
成
二
十
四
年
度
下
期
か
ら
対
象
と
す
る
こ

と
を
目
標
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
を
総
合
的
に

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、「
生
産
委

員
会
」、「
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
」に

お
い
て
、
組
合
長
諮
問
と
し
て
四
つ
の
提
案

を
も
っ
て
審
議
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
意
見
集
約

を
踏
ま
え
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
移
行
に
向
け
て
は
、
組
合
員

に
対
し
て
十
分
周
知
を
図
り
、
乳
質
改
善
の

指
導
に
あ
た
る
。（
関
連
記
事
九
頁
）

■
報
告
事
項

①�

生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会

の
審
議

②�

飼
料
利
用
推
進
委
員
会
の
審

議
③�

牛
白
血
病
等
の
清
浄
化
対
策

並
び
に
疾
病
蔓
延
防
止
対
策

へ
の
行
動
着
手

④�

平
成
二
十
四
年
度
生
乳
計
画

生
産
の
進
捗
状
況

⑤�

生
乳
生
産
基
盤
調
査
結
果

　
（
八
月
一
日
現
在
）

⑥�

平
成
二
十
四
年
度
乳
価
交
渉

の
進
捗
状
況

⑦�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑
化

推
進
委
員
会
の
審
議
経
過

⑧�

第
二
十
六
回
JA
広
島
県
大
会

の
議
案
策
定

⑨�

子
会
社
「
山
陽
乳
業（
株
）」の

経
営
状
況

⑩�

JA
広
島
中
央
会
主
催
の
役
員

研
修
会
参
加

⑪
リ
ー
ス
事
業
の
事
務
取
扱

平成 25 年度からの体細胞数ペナルティ体系……平成 25 年 4 月 1 日から運用開始

ランク区分 A B C D E F G
体細胞数

（万個 /ml）
20 万未満 20 万～ 30

万未満
30 万～ 40

万未満
40 万～ 50

万未満
50 万～ 70

万未満
70 万～

100 万未満 100 万以上

格差金
（円 /kg）

奨励金 0 － 2 円 － 4 円 － 8 円 － 12 円 － 20 円

（単位 : 万 /ml・円 /kg）

※月 3 回の配分検査に基づき、対象旬乳量にペナルティ単価を乗じて控除する。
※ �E ランク（50 万 /ml）以上は、デラバルセルカウンターによる再検査を実施し、改善されるまで受乳を拒否する。
※指導を行っても改善されない場合は受乳を拒否する場合もある。

十
条
四
項
の
定
め
に
基
づ
き
行
う
。

協
議
二

生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策
事

業
実
施
要
領
第
九
条
五
項
の
定
め
に
基
づ

く
利
用
可
否
判
断

▼
3
Ｍ
事
業
24
の
事
業
利
用
参
加
組
合
員
の

内
、
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営
向
上
対
策

事
業
実
施
要
領（
以
降
「
実
施
要
領
」）第
八

条
第
一
項
の
定
め
る
「
上
限
頭
数
の
制
限
」

に
該
当
す
る
組
合
員
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
実
施
要
領
第
九
条
第
五
項
の
定
め
に
基

づ
き
利
用
可
否
の
判
断
を
協
議
し
た
。
こ
れ

ら
該
当
組
合
員
に
関
し
て
、
経
営
環
境
並
び

に
経
営
計
画
書
等
の
精
査
が
必
要
な
組
合
員

に
お
い
て
、利
用
頭
数
の
可
否
判
断
を
行
い
、

一
部
の
案
件
を
継
続
審
議
扱
い
と
し
、
決
定

を
保
留
し
た
。

区　分 頭　数 単　価 金　額
① 3M 事業 24
　リスク保全策 ー ー 200 万円

② 3M 事業 24
　導入奨励金 200 頭 2 万円 400 万円

合　計 600 万円

■全酪連導入奨励金の取り扱い区分等

ランク区分 A B C D E F G
体細胞数

（万個 /ml）
21 万未満 21 万～ 31

万未満
31 万～ 41

万未満
41 万～ 51

万未満
51 万～ 81

万未満
81 万～

101 万未満 101 万以上

格差金
（円 /kg）

奨励金 0 － 2 円 － 3 円 － 5 円 － 10 円 － 20 円

（現行）

（改正）
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9/3　広酪本所会議室第 1回酪農ヘルパー事業円滑化推進委員会

8/27　広酪本所会議室第 1回広酪飼料利用推進委員会

　

広
酪
は
、
第
一
回
広

酪
飼
料
利
用
推
進
委

員
会
を
開
催
し
、
み

わ
・
庄
原
の
両
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
統
合
に

向
け
た
協
議
を
行
い
、

今
年
度
の
取
り
組
み

と
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

の
統
合
後
の
製
造
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
意

見
を
ま
と
め
た
。
こ
の

意
見
集
約
は
九
月
六
日
開
催
の
第
六
回
理
事
会
で
報
告
す
る

こ
と
し
た
。
ま
た
、
協
議
に
あ
た
っ
て
、
委
員
長
に
は
伊
達

薫
氏
、
副
委
員
長
に
は
井
上
正
芳
氏
を
互
選
し
た
。

■
今
年
度
の
取
り
組
み

　

利
用
者
か
ら
の
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
ラ
ッ
プ

方
式
移
行
へ
の
不
安
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
解
消

に
向
け
て
の
試
験
製
造
、
焼
酎
粕
等
の
未
利
用
資
源
の
活
用

を
検
討
し
た
。

■
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
後
の
製
造
メ
ニ
ュ
ー

　

品
目
数
の
集
約
等
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

販
路
拡
大
に
向
け
た
和
牛
向
け
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
を
検
討
し

た
。 Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
に
向
け
た
協
議

委
員
長
に
伊
達
薫
氏
が
着
任

委
員
長
に
大
上
浩
也
氏
着
任

　

広
酪
は
、

酪
農
ヘ
ル

パ
ー
事
業
に

お
け
る
利
用

者
側
、
出
役

す
る
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
員
の

双
方
の
満
足

度
向
上
と
共

に
、
同
事
業

の
様
々
な
課

題
解
決
を
図

る
た
め
、
第

一
回
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
事
業
円
滑
化
推
進
委
員
会（
以
降
、「
委
員

会
」）を
開
催
し
、
委
員
長
に
は
、
大
上
浩
也
氏
を
選

任
し
た
。

　

第
一
回
目
の
開
催
に
あ
た
り
、
①
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

事
業
の
執
行
に
か
か
る
基
本
的
事
項（
利
用
者
側
、

ヘ
ル
パ
ー
員
側
の
ル
ー
ル
）、
②
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事

業
の
変
遷
と
最
近
の
利
用
実
績
等
の
推
移
、
③
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
触

れ
る
説
明
を
行
い
、
各
委
員
に
対
し
て
現
状
の
実
態

等
を
説
明
し
認
識
を
促
し
た
。

　

協
議
に
あ
た
っ
て
は
、「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の

整
理
す
べ
き
課
題
と
対
応
策
」と
し
て
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
員
側
、
利
用
組
合
員
側
を
併
せ
て
二
十
五
項
目

の
整
理
す
べ
き
課
題
事
項
を
列
挙
し
、
ま
ず
は
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
員
側
か
ら
の
整
理
す
べ
き
課
題
事
項
の

五
項
目
に
関
し
て
協
議
を
行
っ
た
が
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
員
の
委
員
会
当
日
に
お
け
る
夕
方
か
ら
の
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
出
役
等
の
こ
と
も
あ
り
、
意
見
集
約
す
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

残
る
二
十
項
目
に
関
し
て
は
、
来
る
十
月
九
日
に

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
審
議
す
る
こ
と
と
し
閉
会

し
た
。

利
用
者
・
ヘ
ル
パ
ー
双
方
の
課
題

「
二
十
五
項
目
」の
課
題
整
理
に
着
手

■委員構成　（氏名敬称略）
名　前 所属等

田邊輝之 備北地域定期利用組合員
西原嘉一 西部地域　　〃
新舎和久 東部地域　　〃
渡辺和裕 西部地域　　〃
橋本圭介

酪農ヘルパー員後案勝也
村田陽一
岩竹重城

広酪生産委員
大上浩也
鈴木道弘

広酪総務委員　　
檜垣義雄
山本　武 広酪代表理事組合長
隅屋寒三 広酪代表理事専務
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8/10　三次ロイヤルホテル広酪活性化推進委員・酪農任意組織団体代表者合同会議

平成24年度広酪活性化推進委員40名を選出
活性化活動助成金500万円の地域配分を決定

一　

�

平
成
二
十
四
年
度
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
候

補
者
四
十
名
を
選
出

▼
委
員
に
は
組
合
の
民
主
的
に
し
て
健
全
な
る
発
展
を

促
進
し
、
組
合
と
組
合
員
の
密
接
な
連
絡
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
委
員
定
数
概
ね
正
組
合
員
五
名
に
一
名
の

割
合
で
、
一
年
以
内
を
限
度
に
開
始
す
る
最
終
会
計
年

度
の
通
常
総
会
の
終
了
の
日
ま
で
を
任
期
に
組
合
長
が

委
嘱
す
る
。
こ
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
酪
農
組

織
等
の
代
表
者
で
あ
る
正
組
合
員
又
は
正
組
合
員
の
家

族
を
も
っ
て
、
各
地
域
の
正
組
合
員
の
中
か
ら
組
合
員

が
選
出
し
た
者
を
委
員
候
補
者
と
し
た
。

二　

�

活
性
化
活
動
助
成
金
の
地
域
配
分

▼
各
地
域
で
組
合
員
が
組
織
す
る
任
意
団
体
が
酪
農
技

術
や
経
営
レ
ベ
ル
向
上
な
ど
の
地
域
研
修
会
や
勉
強
会

等
の
開
催
を
も
っ
て
地
域
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
必
要
な

活
動
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

▼
各
地
域
配
分
額
は
酪
農
任
意
組
織
団
体
の
代
表
者
ら

に
よ
っ
て
協
議
決
定
さ
れ
、
各
団
体
か
ら
八
月
三
十
一

日（
金
）ま
で
に
申
請
書
の
提
出
を
求
め
、
九
月
二
十
五

日（
火
）
に
指
定
預
金
口
座
に
振
込
む
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
広
酪
は
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
・
酪
農
任
意
組
織
団
体
代
表
者
合
同
会
議
を
開
催
し
、
県
内
の
任

意
組
織
団
体
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
の
選
出
並
び
に

活
性
化
活
動
助
成
金
の
地
域
配
分
額
を
協
議
決
定
し
た
。
ま
た
、
組
合
か
ら
最
近
の
酪
農
情
勢
の
伝

達
と
組
合
の
事
業
執
行
等
へ
の
要
望
や
意
見
を
聴
い
た
。

■平成 24年度広酪活性化推進助成金の配分額

地域 任意組織団体名称 配分額
（円）

備北

庄原地域酪農振興会 475,213
三次市酪農振興会 612,676
東城酪農振興会 165,489
口和町酪農組合 184,110
西城酪農クラブ 87,553
高野町酪農組合 86,019

南部 賀茂地域酪農団体連絡協
議会 355,160

西部

豊平町酪農振興会 258,164
大朝酪農振興会 103,094
広酪西部地域組合員連絡
協議会 281,240

JA 広島市芸北酪農部会 129,657
千代田町酪農協議会 263,936
あきたかた酪農振興会 512,664

東部

福山地方酪農協議会 195,020
神石地域酪農生産振興協
議会 144,470

世羅郡酪農振興協議会 338,571
三原市酪農振興会 191,508
甲奴郡酪農組合 615,456
合　計 5,000,000

（注）三次市甲奴町管内の組合員分は
　　 甲奴郡酪農組合に配分
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■各地域の酪農任意組織団体と代表者の氏名
（順不同・敬称略）

地域 所属組織 氏名

備北

三次市酪農振興会 橋本洋資
作木酪農研究会 橋本洋資
吉舎酪農振興会 ‐
双楽会 温泉川寛明
ほほえみ会 西平芳美
庄原地域酪農振興会 林　智行
庄原みるくの会 赤木安子
西城酪農クラブ 大庭秋義
東城酪農振興会 和田慎吾
口和町酪農組合 石富貞美
高野町酪農組合 向田福夫

南部 賀茂地域酪農団体連絡協議会 上川俊夫

西部　

広酪西部地域組合員連絡協議会 岡崎博昭
芸北酪農部会 斎藤正和
大朝酪農振興会 東方田忍
広酪西部ミルク会 砂子靖子
千代田町酪農協議会 柿原徳則
豊平町酪農振興会 泉　繁樹
あきたかた酪農振興会 泉　秀利

東部

世羅郡酪農振興協議会 鈴木道弘
福山地方酪農協議会 山本芳紀
神石地域酪農生産振興協議会 河上康則
甲奴郡酪農組合 伊達　薫
三原市酪農振興会 新舎和久

■選出された平成 24年度広酪活性化推進委員
（順不同・敬称略）

地域 所属組織 氏名

備北
（12 名）

作木酪農研究会・三次市酪農振興会 橋本洋資
双楽会 中野壮六
ほほえみ会 西平芳美

庄原地域酪農振興会

大田昌晴
前谷重夫
市川道博
五刀克哉

庄原みるくの会 赤木安子
西城酪農クラブ 大庭秋義
東城酪農振興会 和田慎吾
口和町酪農組合 田辺輝之
高野町酪農組合 向田福夫

南部
（4 名）

賀茂地域酪農団体連絡協議会

東山明正
上川俊夫

山延眞智子
石井修二

西部
（12 名）

広酪西部地域組合員連絡協議会
平奈岐佐
渡辺和裕

芸北酪農部会
河野啓二
斎藤正和

大朝酪農振興会 宮庄啓一郎
広酪西部ミルク会 砂子靖子
千代田町酪農協議会 西原嘉一

豊平町酪農振興会
三戸　保
信貞　豊

あきたかた酪農振興会
福島英徳
泉　秀利
寺尾太志

東部
（12 名）

世羅郡酪農振興協議会
溝上春雄
藤井康浩

福山地方酪農協議会
淵上増廣
山本芳紀

神石地域酪農生産振興協議会 河上康則

甲奴郡酪農組合

伊達　薫
伊達公一
道田稔弘
溝辺博子
茨木宏士

三原市酪農振興会
新舎和久
玉川功士

三　

組
合
に
対
す
る
主
な
意
見
・
要
望

（
一
）活
性
化
助
成
金
の
地
域
配
分
基
準

▼
助
成
金
の
交

付
目
的
は
、
勉

強
会
や
研
修
会

等
の
活
動
支
援

で
あ
り
、
そ
の

参
加
費
等
は
組
合
員
の
乳
量
や
事
業
利
用
に

は
関
係
な
く
、
全
員
平
等
に
同
額
の
参
加
費

を
負
担
頂
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
次
年
度
の

配
分
協
議
に
あ
た
っ
て
は
全
額
戸
数
割
の
配

分
基
準
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
地
域
組

織
の
事
業
計
画
も
戸
数
配
分
の
方
が
見
通
し

が
立
て
易
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

▼
一
方
で
、「
活
性
化
助
成
金
の
財
源
は
組

合
事
業
か
ら
生
じ
る
利
益
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
行
の
算
定
基
準
が
妥
当
」と
す
る
意

見
が
複
数
あ
っ
た
。

▼
回
答
：
次
年
度
の
配
分
協
議
の
際
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

（
二
）�西
部
事
業
所
へ
の
生
乳
検
査
機
器
配
備

の
要
望

▼
西
部
地
域
で

は
、
現
状
に
お

い
て
初
乳
検
査

を
三
次
CS
ま
で

持
ち
込
み
、
土

曜
日
、
日
曜
日
を
挟
む
場
合
に
は
、
月
曜
日

に
検
査
を
す
る
と
、
そ
の
結
果
は
火
曜
日
と

な
る
。
そ
の
間
の
二
～
三
日
分
の
生
乳
は
廃

棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
部
事
業
所
に
遠
心

分
離
機
等
を
設
置
す
る
な
ど
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

▼
回
答
：
既
に
西
部
事
業
所
の
検
査
器
具
設

置
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

（
三
）消
費
増
税
法
へ
の
組
合
対
応

▼
消
費
増
税
法

が
可
決
さ
れ
る

見
込
み
に
あ
る

が
、
組
合
対
応

は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

▼
回
答
：
JA
と
同
調
し
て
、不
利
益
が
無
い
よ

う
国
等
に
要
請
し
て
行
き
た
い
考
え
で
あ
る
。


